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各      位 

会 社 名  株 式 会 社 カ ン セ キ 

代表者名  代表取締役社長 大田垣 一郎 

（コード番号：9903 東証スタンダード市場） 

問合せ先  執行役員 経理部長 熊澤 達郎 

（電話 028－659－3112） 

2024 年２月期の第２四半期（累計）業績予想の修正及び通期業績予想の修正（取り下

げ）並びに 2024 年２月期の中間配当予想の修正（無配）及び期末配当予想の修正（取り

下げ）に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2023 年４月13 日に公表した2024年２月期の第２四半期（累計）業績予想の修

正及び通期業績予想の修正（取り下げ）並びに2024年２月期の中間配当予想の修正（無配）及び期末配当予

想を修正（取り下げ）いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１．業績予想の修正について 

(1) 2024年２月期第２四半期（累計）業績予想数値の修正（2023年３月１日～2023年８月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 20,000 818 800 510 68.40 

今回修正予想（Ｂ） 17,947 △31 △37 △59 △7.92 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,053 △849 △837 △569  

増減率 △10.3％ ― ― ―  

(ご参考）前期第２四半期実績 

(2023年２月期第２四半期) 
― ― ― ― ― 

(注) 当社は、2023年２月期第２四半期は四半期連結財務諸表を作成していたため、2023年２月期第２四半期

の実績は記載しておりません。 

 

(2) 2024年２月期通期業績予想数値の修正（取り下げ）（2023年３月１日～2024年２月29日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 40,000 1,500 1,469 906 121.51 

今回修正予想（Ｂ） 未定 未定 未定 未定 未定 

増減額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ―  

増減率 ― ― ― ―  

(ご参考）前期実績 

(2023年２月期) 
38,069 1,297 1,267 694 95.74 

 

  



(3) 修正の理由 

ホームセンター事業においては、ペット用品、植物・園芸用品などの販売は引き続き堅調に推移して

おりますが、原材料の高騰などによる商品価格の値上げによる消費者心理への影響があり売上高、セグ

メント利益ともに減少いたしました。 

WILD－１事業においては、新型コロナウイルス感染症対策による行動制限緩和により消費者趣向が多

様化したことや、原材料費高騰や急激な円安の進行等の影響により、粗利益率も低下いたしました。 

主力のキャンプ関連用品を中心に前年同四半期の売上を大きく下回り営業損失を計上することとなり

ました。 

以上の理由により、第２四半期累計期間の業績は前回予想を下回る結果となりました。 

また、第３四半期以降につきましては、WILD－１事業における主力のキャンプ用品等の売上や在庫調

整の状況、コスト面での影響額を合理的に想定することが困難となりましたので、2024 年２月期通期業

績予想を一旦「未定」とし、今後、合理的な業績予想値の算出が可能となった段階で速やかに開示いた

します。 

 

２．配当予想の修正について 

(1) 2024年２月期配当予想 

 
年間配当金(円) 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回発表予想 ― 12.00 ― 12.00 24.00 

今回発表予想  0.00 ― 未定 未定 

当期実績 ―     

(ご参考)前期実績 

(2023 年２月期) 
― 12.00 ― 12.00 24.00 

 

(2) 修正の理由 

当社は、株主配当については安定的な配当の継続を基本とし、将来の事業展開に備えて内部留保を勘

案しつつ、当期の業績ならびに事業環境等を考慮して配当金を決定しており、業績に応じた継続的かつ

安定的な配当を実施してまいりたいと考えております。 

しかしながら、当期の配当予想につきましては、中間配当を１株当たり12円、期末配当を１株当たり

12円としておりましたが、今回の業績予想の修正などを総合的に勘案し、中間配当を無配とし、期末配

当金を取り下げ「未定」へ修正いたします。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後の様々な要因により、これらの予想数値とは異なる可能性がございます。 

 

以  上 


